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図3:レプリカ交換の平均確率｡点線は理論的に予
想される交換確率exp(-1)を表わす｡
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図5:ある1つのレプリカの温度変化｡
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図4:Emin(i)の時間変化｡
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図6:エルゴ-ド時間のサイズ依存性｡点線は〃 1
の直線を表わす｡
6 まとめ
レプリカ交換モンテカルロ法の巡回セールスマン問題に対する適用を行なった｡ その
際､エルゴ-ド時間が最少となるように温度の設定を試みた｡そしてこれらの温度を用い
てシミュレーションを行ない､レプリカ交換確率が温度によらずほぼ一定値になること､
エルゴ-ド時間がサイズⅣ に比例することを確かめた｡またレプリカ交換モンテカルロ
法と1/kサンプリング法との比較を行ない､両者はほぼ同じくらいの速さで最適解を見つ
け出していることがわかった｡
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